
新病院基本構想（案）からの主な変更点

項目 変更の考え方 基本構想 基本構想(案)の表現

はじめに 「はじめに」の文末に今後
の進め方を明記。

市議会を始め，市民の皆様に今後と
も十分説明を行い，ご意見を伺いな
がら，２１世紀にふさわしい子ども
達のための病院づくりを進めてまい
ります。

記載なし。

こども病院・感
染症センターの
現状と課題
③患者の動向

パブリック・コメントで情
報公表要請があった「搬送
元所在地別新生児入院状況
構成比」について円グラフ
を追加記載。

　　　　　　　Ｐ１１

記載なし。

　　　　　（Ｐ１１）

ＰＦＩ方式の採
用（費用比較）

従来方式とＰＦＩ方式の事
業費総額の試算を行い，記
載。

　※欄外参照

　　　　　　　Ｐ３３

記載なし。

　　　　　（Ｐ３１～）

個室に関して 個室に関して，様々な意見
もいただいており，それら
を踏まえ，今後，検討を
行っていくことを明記。

○子ども達のプライバシーを尊重
し，また，子ども達が自宅で過ごし
ているような気持ちになれることを
めざして，個室を多く設けます。
なお，個室の数，施設内容，運営方
法などについては，今後，検討を
行っていきます。

　　　　　　　Ｐ３４

○子ども達のプライバシーを尊
重し，また，子ども達が自宅で
過ごしているような気持ちにな
れることをめざして，個室を多
く設けます。

　　　　　　Ｐ３３

医療機能の拡張
性

９月議会における，「新病
院の整備に関する決議」を
踏まえ，記述を追加。

※決議内容
新病院は「小児・周産期医
療機能」に「成育医療機
能」を併せ持つ市民のため
の病院とし，将来的に高度
先進医療などの機能拡充に
ついても検討すること。

新病院は近隣及び各地の医療機関と
の機能分担・連携による相互補完的
な取組を基本にしていますが，医療
環境の変化に応じて機能の拡張につ
いて検討を行うことも必要になると
考えられます。その際には，病院事
業運営審議会における，本市が担う
べき医療機能に関する専門的見地か
らの審議も踏まえたうえで，取り組
んでいきます。

　　　　　　　Ｐ３５

新病院は近隣及び各地の医療機
関との機能分担・連携による相
互補完的な取組を基本にしてい
ますが，医療環境の変化に応じ
て機能の拡張について検討を行
うことも必要になると考えられ
ます。

　　　　　　Ｐ３４

事業収支見込み 収支見込みについて，基本
構想レベルの試算であり，
今後，段階に応じた試算を
行っていくことを明記。

この基本構想では，現時点で想定さ
れる前提条件を基に収支試算を行っ
ています。なお，今後事業の詳細を
詰める中で，その段階に応じた試算
を行っていきます。

　　　　　　　Ｐ３７

新病院の運営にかかる事業収支
を試算するため，次のとおり主
な前提条件を想定します。

　　　　　　Ｐ３６

今後の検討課題 事業収支に関して，様々な
意見をいただいており，特
に，右記４つの点につい
て，今後，詳細に検討を進
めるうえでの課題として明
記。

（３）今後の検討課題
　今後，特に以下のような点につい
て詳細に検討を進めます。
①用地取得費
　（略）
②建設費
　（略）
③個室料，駐車料
　（略）
④全体的な経費の削減
　（略）

　　　　　　　Ｐ３８

記載なし。

　　　　　（Ｐ３６）
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項目 変更の考え方 基本構想 基本構想(案)の表現

市民・医療関係
者への説明

今後の進め方について，市
民や，医療関係者の意見を
伺いながら進めていくこと
を明記。

（１）市民への説明
市民に向けて，市政だより，市の
ホームページなどを活用し，新病院
に関する情報提供を十分に行ってい
くとともに，機会あるごとに説明を
行い，ご意見を伺いながら，より良
い病院づくりを進めていきます。

（２）医療関係者への説明
医師会をはじめ医療関係の方々へ
は，機会を捉えて新病院整備に関す
る説明を行っていくとともに，ご意
見を伺いながら進めていきます。

　　　　　　　Ｐ４１

記載なし。

　　　　　（Ｐ３９）

参考資料 参考資料として関係する資
料を添付。

Ⅰ 新病院の整備場所の決定について
Ⅱ 市立病院の経営形態について
Ⅲ ＰＦＩについて
Ⅳ 収支試算ついて
Ⅴ 市民意見（パブリック・コメン
ト）の概要について
Ⅵ 新病院の整備に関する決議につい
て

　　　　　　　Ｐ参１～

添付なし。

※ＰＦＩ方式の採用
　（費用比較）

　基本構想　Ｐ33


